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	応用
	抗原情報
	背景
	Rho Aは、Rhoファミリーに属する低分子Gタンパク質です。細胞膜受容体と接着斑およびアクチンストレスファイバーの集合を結びつけるシグナル伝達経路を制御します。活性状態のGTP結合状態と不活性状態のGDP結合状態を繰り返す低分子GTPaseです。主に細胞骨格の形成に関与し、活性状態では様々なエフェクタータンパク質と結合して、細胞骨格の動態、細胞移動、細胞周期などの細胞応答を制御します。細胞膜受容体と接着斑およびアクチンストレスファイバーの集合を結びつけるシグナル伝達経路を制御します（PubMed:8910519、PubMed:9121475、PubMed:31570889）。細胞周期におけるミオシン収縮環の形成に必要な微小管依存性シグナルに関与しています（PubMed:16236794、PubMed:12900402）。分裂溝形成に必須の役割を果たす。ケラチノサイトの細胞間接着の頂端結合形成に必要である（PubMed:20974804、PubMed:23940119）。SPATA13を介した細胞遊走および接着の組み立てと分解の調節に必須である（PubMed:19934221）。MEMO1-RHOA-DIAPH1シグナル伝達経路は、細胞皮質におけるERBB2依存性の微小管安定化に重要な役割を果たす。GSK3B活性の調節を介して、APCおよびCLASP2の細胞膜への局在を制御する。次に、膜結合型APCは、微小管の捕捉と安定化に必要なMACF1の細胞膜への局在を可能にする（PubMed:20937854）。CHRM1活性化に応答して細胞表面での位置を低下させることにより、KCNA2カリウムチャネルの活性を制御する。 KCNA2のエンドサイトーシスを促進する（PubMed:9635436、PubMed:19403695）。グアニンヌクレオチド交換因子ECT2のアロステリック活性化因子として、活性化GTP結合型でECT2のPHドメインに結合し、PH阻害の解除を刺激し、基質RHOAのECT2触媒中心への結合を促進する（PubMed:31888991）。PLCE1の活性化因子である可能性がある（PubMed:16103226）。ニューロンでは、初期のスパイン成長の阻害に関与する。CaMKIIによる活性化により、CaMKIIの一過性活性化をシナプス特異的な長期シグナル伝達に中継することで、樹状突起スパインの構造的可塑性を調節する（類似性による）。血小板の活性化および凝集中の血小板α顆粒放出の調節因子として機能する（類似性による）。
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	(1) HeLa細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物におけるRho A発現のウエスタンブロット解析。

